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恒例朝市 本社駐車場



豆腐業界全体（４７万t）

輸入 国産

国産

２３％
約11万ｔ

未来の使用量予想（業界）

輸入 国産

国産

３４％
約16万t

国産大豆を使う理由

商品の価値向上
（味）・（理念）
他社との差別化
学校給食の納入条件
輸入大豆との価格差
国産大豆の適正価格
国の補助金
他

国産比率１４０％UP

北米



40%

19%

41%

産地別大豆使用割合

北海道 北陸 東海

東海
フクユタカ

平成12年から
全量国産

北海道
とよまさり
ユキピリカ

北陸
シュウレイ
エンレイ

里のほほえみ



国産大豆を使った豆腐以外の食品



① 単収を上げるための施策が、実需が求める大きな課題解決方法

量と価格が安定した生産地の確保が実需の安定的な生産販売に寄与できる

「極多収大豆の単品品種導入で量の確保」

同一銘柄もしくは、混豆商品の開発

新等級制度の検討で外観検査から科学的検査の評価基準に変えて品質と価格の安定

「ストック大豆で気象の影響回避」

価格安定のための制度設計＝ひね大豆になっても安価にならない品質維持技術や保証

② 来るべき有機時代に備えての「特別栽培」「転換有機」「有機」の実施

地域認証オーガニック等、制度の検討

③ 中山間地では差別化された希少大豆（在来種など）の栽培と奨励品種化

個別選別でのスーパープレミアム大豆 3万円/俵


